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特集にあたって

1960年代初頭に登場したクロルジアゼポキシドに始まる

ベンゾジアゼピン受容体アコニスト (BzRAs)の歴史は長い

BzRAsはすでにわが国の医療の中で定着し，医師であれば

処方したことのない者はいないほど，特定の診療領域を超え

て広く使用される薬剤となっている BzRAsはそれ以前

から存在したバルビツレートやメプロバメートより安全性が

はるかに高いので比較的安心して使用できる薬剤ではある

が重大な問題が表面化しないがために，かえって有効性に

ついては過大評価が，有害事象については過小評価がされて

きたその結果わが国は世界で類を見ないほどのBzRAs使

用大国になってしまったという現実が存在する睡眠薬の多

剤併用が保険診療上の減点対象となったことは記憶に新しい．

そこで，本特集ではあらためて薬剤としてのBzRAsの

特性を振り返り ，この薬剤の“等身大＂の姿を再確認すること

とした BzRAsを適正に使用していくためにはその副作

用を理解しておくことが重要であるがわが国の実情ではこ

の点が不十分のように思われる特に，依存性に関しては，

わが国の医療体制が物質依存に対しては脆弱であることも相

まって，医療者の理解が乏しい領域であるしかし，BzRAs

依存は医療の場面で生じるものなのであり，非合法薬剤など

のそれとは異なる臨床上の重大性があると認識する必要があ

るそこで，BzRAs依存に関しては特に誌面を割きその

実態や対応法について詳しくまとめることとした

執筆陣はこの領域に造詣の深い方々ばかりで，本特集が多

くの医療者にとって有意義なものとなったことを確信してい

るまたこの特集を通じて，日本の医療の向上に少しでも

お役に立てれば幸甚である
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